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令和２年度当初予算は時代が平成から令和に代わり、始めて編成する、まさに時代の節目となる予算となる。
今後の練馬区の方向性を占う重要な予算であります。その冒頭に与党第一党として質問の機会を頂く。

令和２年度 当初予算自民党代表し冒頭に質問令和２年度 当初予算自民党代表し冒頭に質問

 質問）要望してきた大江戸線推進基金は５０億円に達成したが、検
証しさらなる積み増しを検討していただきたい。１日も早い事業着
手に向けて東京都に働きかけられたい。
答弁・区長）かしわざき議員の悲願である大江戸線延伸について、昨
年１０月の都知事との会談で、事業化に関する検討を進めていると
始めて明確な回答をいただき、年末に公表された都の「未来の東京
戦略ビジョン」にも都構想ではじめて大江戸線延伸が明記された。
事業着手に向けて具体的なプロセスに入ったと考えています。

質問）東京都が延伸により一日３万人の利用者が増えると予測を示
された。混雑率の緩和に必要な車両数・それに合わせたある程度規
模の車庫の整備が必要と考えるが、検討状況を伺う。
答弁）混雑率上昇対策の車両数、車庫の大きさなど、事業予定者で
ある東京都交通局が主体的に検討を進める

  区財政について
質問１）区財政の見通しについてどのような認識
を持ち予算編成に取り組んだのか。
答弁）区長⇨第２次ビジョンのリーディングプロジ
ェクト推進を最優先等。
答弁）副区長⇨さらに厳しさを増す。持続可能な
財政運営に配慮等。
質問２）東京を狙い撃ちにした不合理な税制改
正への所見は。
答弁２）地方自治の本旨をゆがめるもの。
質問３）事務事業政策調整の進め方は。
答弁３）ICT活用した業務の効率化等。

  中小企業振興について
質問１）ポイント還元事業の区の登録店舗の状
況は。また事業終了後の対策は。
答弁１）産業経済⇨1月現在、4千606店舗。国の

動向を踏まえ検討。
質問２）生産性向上に向けた取り組みを。所見は。
答弁２）生産性向上特別措置法に基づく制度の
周知に努める。
質問３）区内事業者の実態把握に努め、産業振
興への効果的な支援策を。所見は。
答弁３）来年度事業所実態調査を行う考え。新た
な施策に取り組む。

  童相談体制について
質問１）児童相談所が開設される３区の状況と
都の対応、他区の検討状況は。
答弁１）教育長⇨都職員の派遣要請等。都は助
言等を行う考え。３年度に２区が設置計画等。
質問２）練馬区虐待対応拠点の機能は。
答弁２）都と協働の新たな児童相談体制。都職員
が広域的・専門的支援等担う。

質問３）区の児童相談体制の方向性は。
答弁３）教育長⇨子ども家庭支援センターの充実
・強化等。

  練馬城址公園について
質問１）としまえん閉園後の跡地にテーマパーク
をオープンさせるとの報道について区の受け止め
方は。
答弁１）区長⇨防災公園と調和した整備ならば歓
迎すべき。
質問２）都との協議状況は。。
答弁２）整備方針に区が要望した水とみどりの空
間確保等が示された。
質問３）としまえんで行ってきた様々な行事の今
後は。
答弁３）状況に留意し協議。

地下鉄大江戸線延伸について 部分が多くあるが、区として出来ることは解決に向けて努力する。

質問）導入空間補助２３０号線、道路整備は、用地取得した部分か
ら少しずつでも工事を進め、地域の方々が目で見てわかるように、成
果を示していくことを要望してきた。特に土支田通りとの交差点付近
を通る別荘橋通りでは、毎朝渋滞が発生し、その長さ３００メートル
近くになる。一日も早い交通解放が実現されるよう要望してきたが、
今後の予定について伺う。
答弁）議員の要望を受け東京都に積極的に働きかけた結果、令和２
年度末道路解放に向けて整備と併せて地域全体の安全まちづくりに
工事着手いたします。
※大江戸線延伸は鉄道空白地域の改
善という悲願ばかりでなく、その波及効
果は区全体に及ぶものと考えられる。練
馬区の魅力をさらに引き出し活気のあ
る豊かなまちづくりを要望する。 別荘橋通り付近別荘橋通り付近


